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  平成 22 年 11 月 11 日   
各      位 

会 社 名  岡本硝子株式会社 

代表者名  代表取締役社長 岡本 毅 
（ＪＡＳＤＡＱ・コード 7746） 

問合せ先 執行役員総務人事部長 秋山 仁志 

電  話 04-7137-3111 

 

業績予想の修正及び特別利益の発生に関するお知らせ 

 

 平成 22 年 8 月 9 日に公表しました平成 23 年 3 月期通期(平成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年 3 月 31

日)の連結及び個別業績予想並びに平成 23 年 3 月期 第 2 四半期累計(平成 22 年 4 月 1 日～平成 22

年 9 月 30 日)の個別業績予想の修正についてお知らせいたします。 

 また、第 2 四半期連結累計期間において単体決算で特別利益が発生していますのでお知らせしま

す。 
記 

１．平成 23 年 3 月期連結業績予想数値の修正(平成 22 年 4 月 1日～平成 23 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

前回予想（Ａ） 6,740 670 660 600 

今回修正（Ｂ） 6,660 670 580 510 

増減額（Ｂ－Ａ） △80 ― △80 △90 

増 減 率（％） △1.2 ― △12.1 △15.0 

(ご参考)  前期実績(平成 22

年 3 月期) 
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２．平成 23 年 3 月期個別業績予想数値の修正（平成 22 年 4 月 1日～平成 23 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益  経 常 利 益 当期純利益 

前回予想（Ａ） 6,630 410 610 600 

今回修正（Ｂ） 6,560 360 320 480 

増減額（Ｂ－Ａ） △70 △50 △290 △120 

増 減 率（％） △1.1 △12.2 △47.5 △20.0 

(ご参考) 前期実績(平成 22 年

3 月期)  

 

5,514 

 

△51 

 

36 

 

215 
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３．平成 23年 3月期第 2四半期累計個別業績予想数値の修正(平成 22年 4月 1日～平成 22年 9月 30日） 

                                             （単位：百万円）     

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益

前回予想（Ａ） 3,340 320 500 500 

今回修正（Ｂ） 3,346 356 323 490 

増減額（Ｂ－Ａ） 6 36 △177 △10 

増 減 率（％） 0.2%   11.3%   △35.4% △2.0% 

 

４．修正の理由 

(1) 連結業績予想数値の修正 

当社グループは、外貨建ての輸出の大半について、取引先との間で定期的に為替の変動に応じ

た外貨建て注文単価の見直しをしておりますが、売掛債権回収までのタイムラグにより為替変動

リスクが残っております。このため、平成 22 年 10 月以後も円高傾向の影響を受けることが予想

されます。この円高の影響により、通期の連結売上高は、平成 22 年 8 月 9 日発表の前回予想を

80 百万円下回り、6,660 百万円になる予定です。 

第２四半期連結累計期間の連結営業利益は８月９日時点の予想 520 百万円に対し、実績は 600

百万円となり 80 百万円上回ったことにより、通期の連結営業利益は前回予想値を修正しておりま

せん。 

円高の影響による為替差損により、通期の連結経常利益は、前回予想を 80 百万円下回り 580 百

万円の予定です。通期の連結当期純利益は前回予想値を 90 百万円上回り 510 百万円になる予定で

す。 

なお、第 2四半期連結累計期間において、投資有価証券評価損 59 百万円を特別損失として計上

しておりますが、四半期における投資有価証券の減損処理につきましては、洗替え法を採用して

いるため、平成 23 年 3 月期の期末の時価により、特別損失の額が変動する場合、又は特別損失を

計上しない場合があります。 

また、平成 23 年 3 月期の業績予想において売上高、営業利益、経常利益及び当期純利益が第２

四半期連結累計期間に偏重していますが、その主な理由は、新潟岡本硝子株式会社で平成 22 年

12 月からガラス熔融炉の定期炉修を行うこと及び期初からほぼ一貫して円高が進行しているこ

とによります。 

なお、第 3四半期および第 4四半期の為替レートは、1ドル 80 円を前提としております。 

 

(2) 単体業績予想数値の修正 

新潟岡本硝子株式会社の純資産が平成 22 年 7 月から 9月の間で増加したため、第 2四半期に特

別利益として債務保証損失引当金戻入額 125 百万円を計上しましたが、この金額を平成 22 年 8

月 9 日の業績予想では営業外収益で織り込んでいたためです。また、予想を超える円高により第

2四半期で為替差損が 24 百万円発生したためでもあります。 

 

上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき算定したものであり、実

際の業績は今後の要因により予想数値と異なる場合があります。 
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5．特別利益の発生 
連結子会社の新潟岡本硝子株式会社の銀行借入について当社が債務保証をしていることから、

将来の債務保証損失の発生に備えるため、当社は債務保証損失引当金を計上しておりますが、第

2 四半期連結累計期間において、新潟岡本硝子株式会社の債務超過額が 230 百万円減少したため、

特別利益として債務保証損失引当金戻入 230 百万円が発生いたしました。なお、この特別利益は

単体決算のみに計上されます。 

以上 


